
 

 

第３次京都府自殺対策推進計画の概要（案） 

 

１ 計画の位置づけ 

(1) 京都府自殺対策に関する条例第９条に基づく、自殺対策を総合的かつ計画的に推進す

るための計画（議決計画） 

(2) 自殺対策基本法第13条第１項の都道府県自殺対策計画 

 

２ 計画の期間 

令和８年度から令和12年度までの５年間 

 

３ 施策の方向性（案） 

  別添のとおり 

 

４ 策定方法・スケジュール 

条例第９条第３項により、第 20 条に基づき設置する「京都府自殺対策推進協議会」の意

見を聴取の上策定 

 

月 全体スケジュール 議会 

４～ 
自殺対策協議会委員の委嘱替え 

（委嘱は 7月 1日） 
 

８ 上旬：協議会①（計画概要）  

９ 上・中旬：計画部会① ９月議会で概要報告 

10 
上旬：計画部会② 

下旬：協議会②（中間案） 
 

11   

12 パブリックコメント実施 12月議会で中間案報告 

１ 上旬：協議会③（最終案）  

２  2月議会に計画案上程 

３ 計画策定・公表  
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第３次京都府自殺対策推進計画の施策の方向性（案） 
 

 

＜施策の方向性＞ 

 (1) 自殺の問題に関する理解の促進と取組の推進  

 (2) 自殺の背景となる要因の軽減のための取組の推進   

 (3) 自殺の原因・背景に対応した支援体制等の整備  

 

＜自殺対策の実施に当たっての横断的な視点＞ 

(1)事前予防、危機対応、事後対応（未遂者支援含む）の各段階を捉えた対策の実施 

   →事前予防の強化と、特に専門性を必要とする危機対応、事後対応の着実な推進 

(2)国、市町村、民間団体、府民等との連携による推進 

→役割分担を改めて整理し、府内全体で効率的・効果的な取組を推進  

(3)ライフステージや施策対象の特性に応じた取組の推進 

 

 （主な役割） 

 内容 市町村 都道府県 民間団体・関係機関 

事前予防 ・自殺予防のための普

及啓発、人材育成等 

・普及啓発・相談 

・身近な地域での

人材育成やネット

ワークづくり 

・職域や医療関係者向けな

ど広域での実施が効果的な

普及啓発や人材育成等 

各分野での普及啓

発、研修の実施等 

 

危機対応 ・危険性が高い者への

相談対応等 

 ・自殺ストップセンターの

運営 

・医療との連携など、困難

ケースや専門性を必要とす

るケースへの対応等 

・市町村単位では地域資源

が少なく実施が難しい取組

等 

相談対応等 

 

関係機関の連携によ

る個別ケースへの対

応等 

 

相談対応 

居場所づくり等 

事後対応 ・自殺未遂者支援 

・自死遺族支援等 

 

 

 

＜重点施策＞ 

◎ライフステージや女性など対象の特性に応じた取組の強化 

  ①こども・若者への自殺対策の強化 

   SOSの出し方・受け止め方に関するスキル向上等 

  ②現役世代の勤務問題や経済・生活問題等に対応する支援 

   相談対応の強化、ハラスメント防止対策の推進等 

  ③高齢者への包括的な支援 

   高齢者の悩みへの相談支援、高齢者の交流の場・居場所づくり等 

  ④女性や自殺未遂者等への支援 

   特に女性の妊娠・出産・子育てなどライフステージ毎に変化する問題への支援の推進や、自殺未 

遂歴や自傷行為等のあるハイリスクな者への支援体制強化に向けた検討や整備 

市町村

支援 
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